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第１２回産業福祉常任委員会会議録 

平成２８年１０月２０日（木） 

    開 会   午前１０時５６分 

    閉 会   午前１１時１４分 

 

 

○会議に付した事件 

１．町からの協議・報告事項について 

 ●産業建設課 

  ①農地災害復旧補助事業について 

   

２．次回委員会の開催について 

３．その他 

 

 

○出席委員（７名） 

    委員長  前 中 康 男    副委員長  池 下   昇 

     委 員  村 島 健 二    委  員  加 藤 健 次 

       委 員  河 口   高    委  員  堀 川 哲 男 

委 員  伊 藤 忠 之    ※議 長  田 中   誠 

 

 

○欠席委員   なし 

     

 

 

○説明のため出席した者の職氏名 

 ■産業建設課長     藤代 弘輝     ■産業建設課主幹    永野  宏  

 ■建設Ｇ総括主査    吉田 正彦 

 

○職務のため出席した者の職氏名 

    事務局長  小 貫 信 宏 

    主  査  寺 岡 輝 美 

 

  ●開会の宣告 

○前中委員長 

 第１２回産業福祉常任委員会を開催いたします。 
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○前中委員長 

 大きな１、町からの協議報告事項について産業建設課より提案がございます。よろしくお願

いいたします。産業建設課長。 

 

○産業建設課長 

 本日は産業建設課所管事業につきまして、急遽委員会を開催いただき有難うございます。ま

た併せまして先の委員会は不在によりまして、一部の質疑にお答えできなかったことをお詫び

申しあげます。 

さて本日、協議いただく案件ですが、９月定例町議会で補正予算させていただきました台風

災害による農地災害復旧事業補助事業につきまして、農協での要望とりまとめをさせていただ

きました。その結果予想を上回る申請件数となり、その対策についてのご報告をさせていただ

きます。 

また、前回の委員会におきましての質疑事項につきましても、後ほど、その他で報告させて

いただきますので、よろしくお願いいたします。それではまず農地災害復旧補助事業につきま

して担当主幹よりご説明申し上げます。 

 

○前中委員長 

永野担当主幹。 

 

○産業建設課主幹 

それではお手元にございます、議案の１ページをご覧願います。 

１０月専決補正にかかります予算概要でございます。１２款災害復旧費、１項災害復旧費、

１目災害復旧費、事業名農地災害復旧補助事業でございます。本件でございますけれども８月

２０日から２３日にかけまして発生しました台風９号、１１号による農地災害につきまして、

自己資金により復旧事業を実施する農業者に対して、事業費の支払い金額の５０％以内という

ことで補助金を交付するものでございまして、先般９月補正によりまして概算工事費として６

００万円を見込みまして、補助額３００万円を予算計上させていただいたところでございます。

今回農協を通じまして補助申請を取りまとめた結果でございますけれども、当初の想定よりも

被害数が多く、復旧に経費を要するのり面崩壊などの被害を散見したところでございます。 

議案の２ページでございますけども、被害状況の大きかった箇所につきまして抜粋して掲載

してございます。事業申請件数でございますけれども、下段に記載のとおり計５５件となって

おります。総事業費につきましては２千４７３万９千円。事業内訳としましては、土砂流入室

７件、耕作道１６件、明渠５件、のり面崩壊３０件、その他といたしまして、ほ場穴埋め等３

件でございます。申請件数５５件ありますけれども、うち６名につきましては被害箇所が複数

あったところでございます。 

今回復旧事業におきましては、緊急性を要することから１０月１７日付によりまして専決処

分としていただき、補助金８２３万円を予算計上、計 1 千１２３万円としたところでございま

すので、本委員会にてご報告させていただきます。以上で説明を終わります。 
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○前中委員長 

 ただいま農地災害復旧補助事業について、産業建設課より提案説明がございました。各委員

より質疑を賜りたいと思います。何かございませんか。よろしいですか。はい加藤委員。 

 

○加藤委員 

 参考までに５５件のうち、最高額１００万円って決まっていると思うんですが、それに達し

た件数ってどのぐらい。 

 

○前中委員長 

 課長。 

 

○産業建設課長 

 ５５件のうち上限の１００万円に達した数は２件あります。 

 

○前中委員長 

 よろしいですか。ほかに、何かございませんか。よろしいですか。それでは産業課の方から、

前回の委員会の中の説明ということで。課長。 

 

○産業建設課長 

 それでは、前回の委員会の中で質疑をいただき、お答えできなかった部分に関して、今回ご

報告させていただきます。 

まず１点目につきましては、セブンイレブンから１６号を渡って歩く横断歩道の関係です。

これにつきましては、所管課が企画政策課となるところですから、私の方から企画政策課の方

と協議させていただきまして歩道設置のことについての要望についてお伝えしました。 

その結果、今月中に他にも要望箇所が横断歩道があるということで、それを合わせて公安委

員会と斜里警察署の方に設置の要望をあげるというふうに報告を受けておりますのでご報告さ

せていただきます。 

もう１点、８月の大雨による道路の街路樹による車庫の破損についてですが、これにつきま

してはご本人とお話させていただきました。被害の内容につきましては、８月１７日の強風の

ときに道路にある街路樹が倒れて車庫の方に倒れたと。倒れた時に車庫の屋根と壁の間をふさ

いでいる金具が外れてしまったということで、その外れた金具を戻していただいて元に戻った

んですが、結果としては直径１５センチ位のくぼみがその金具に残っており、そのへん確認い

たしました。あとご本人の意思も確認して、それによって街路樹が倒れたというのを確認でき

ましたので、ご本人の方も町の方で修繕していただきたいということで、話を進めております

ので合わせてご報告させていただきます。 

 

○前中委員長 

 ただいまセブンイレブンの横の通りの１６号の横断歩道の件についての設置のお話と、もう

１点街路樹の損壊における町との協議を関係の話がございました。各委員より何か質疑があれ

ば受けたいと思いますけども。はい池下委員。 
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○池下副委員長 

 前回、課長いない中でそういうちょっと質疑をさせてもらった。実はこの台風による街路樹

が倒れたっていう件に関しては、個人的に対応するってことで話し合われたと思うんですけど

も、そのほかにも件数がありまして、それはそんなに被害が大きいということではないらしい

ですけど、こういうふうに台風が起こったときに町の方に個人的には言ってこないというのが

実情なんですよ。 

そういうことを考えたときにやはり台風が起こったら、次の広報等で公共物が何らかの災害

により個人のものを損傷させた場合に対応するためには、広報等でお知らせをして、こういう

ふうな事故があった方には産業建設課の方まで御連絡くださいとかっていう一言は入れておい

た方が良いと思うんですよ。そうでないと、自然災害だからしょうがないのかなというふうに

諦めている人がいたようなんですよ。農家さんにもこうやって１千万円を超える補助金を出し

ているわけですから、町の中でもそういうことがあった場合は、全戸に対して対応が必要じゃ

ないかなと。今回の問題ということでなくて、今後の対応として、そういうふうなことで進め

ていった方が良いんじゃないかなというふうに私は思うんです。 

 

○前中委員長 

 産業建設課長。 

 

○産業建設課長 

 強風雨に対する壊れた等の苦情の電話は随時受けておりまして、災害の数日はその電話対応

で追われている状況にあります。今お話いただきまして、今回の案件につきましても、うちの

方で正確に把握できてない部分があったのは事実ですから、今後の対策として、たしかにあの

強風と雨の中で細かい部分で１００％うちの方で把握できたかと言えば、それは出来ましたと

言える部分はないかもしれません。ですから今後の対応策についても検討させていただきたい

というふうに考えております。 

 

○前中委員長 

 はい、池下委員。 

 

○池下副委員長 

 それと実際、漆原さんのところからあのきよ～るの横を通ってずっと車で走ると、半分以上

の街路樹が倒されて切られているんですよ。今後どういうふうに考えているのか、ちょっとそ

の辺お伺いしたいと思いますが。 

 

○前中委員長 

 課長。 

 

○産業建設課長 

 あそこの木に関しましては街路樹、麻園５丁目に関して倒木が２６本ございました。それで
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倒れた分は応急処置として根の部分から切って、今週から根を抜く作業をして、今後やっぱり

大半まだ街路樹として残っていますし、改めて木を植えていきたいと。植え替える木に関して

は同じ木ではなくて背丈が余り伸びない木を選定して植える計画でおります。 

 

○前中委員長 

 よろしいですか。池下委員。 

 

○池下副委員長 

 実際私も現場何カ所か見てきたんですけど、升自体が小さいんです。これじゃやっぱり根が

そんなに大きくならなくて、倒れるのかなというふうに思ったので、今後木を植えていくので

あれば、升のことも、もう一度考え直してやった方が無難かなというふうに私は思ったんです。 

 

○前中委員長 

 課長。 

 

○産業建設課長 

 升に関しましては道路整備をしたときの升の基準に従ってやっていますが、それが現実的な

ものかという質疑もあると思います。ただ現在、升そのものはいじる計画はなくて、今の部分

は根っこを抜いて新たな木を。ただその後の管理に関しましては確かに升の大きさもあります

が、木そのものの管理も課題かなということも今回考えておりますので、余り葉を大きく上の

方に伸ばさないような日常の管理から徹底していかなければならないかなということを教訓と

して受け止めさせていただきましたので、今後とも管理は十分注意して指定管理になります清

建とも協議して進めてまいりたいと思います。 

 

○前中委員長 

 ほかに、何かございませんか。 

 

○村島委員 

 横断道路の件で、さっき他にもあるって話ちらっとされたけど、春先に、これ町長の方には

お話ししてあった件なんですけれども、信金前、あそこは道道なんですよ。美里線。あそこが

通学道路になっているということなんですよね。それで信金の支店長から要望ありまして、何

とか横断歩道を設置してもらいたいんだと言われまして、直接町長の方にも話をしてあったん

ですよ。ですから先ほど他にもあるんだと言った中に、そこの場所、毘和吉さんの前が入って

おられるのかどうかちょっとお願いします。 

 

○前中委員長 

 はい課長。 

 

○産業建設課長 

 企画政策の方からいただいた資料によりますと、水元１条通りの部分も要望箇所に入ってお
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ります。 

 

○前中委員長 

 よろしいですか。他に何かございませんか。よろしいですか。全体を通して何かあれば受け

たいと思いますけども。 

無ければ第１２回産業福祉常任委員会を閉じたいと思います。本日はご苦労様でした。 

 

○前中委員長 

 ２．次回の委員会の開催について。局長。 

 

○議会事務局長 

 次回の委員会につきましては、１１月２１日でございます。 

 

○前中委員長 

 ３．その他、委員の方でその他ございませんでしょうか。 

 無ければ、事務局から。 

 

○議会事務局長 

 ございません。 

 

 

  ●閉会の宣告 

 

○前中委員長 

 それでは、第１１回産業福祉常任委員会を終わらせていただきます。どうもご苦労様でした。 

 

（閉会 午前１１時１４分） 

 


